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「今 一番素直に自分の頭に入る」社会・経済論として何度か紹介した経済評論家

内橋克人氏の論。内橋克人氏の提案する「地域自立自給経済圏」と趣旨をほぼ同じ

くする「里山資本主義」の具体的な構築論ならびに着々と推進が進む地域実践例が、

この文庫本「「「「里山里山里山里山資本主義資本主義資本主義資本主義––––日本経済日本経済日本経済日本経済はははは『『『『安心安心安心安心のののの原理原理原理原理』』』』でででで動動動動くくくく----」」」」に記されていまし

たので、ご紹介。 

 

この本では「里山資本主義」の考え方や具体的な実践を「マネー資本主義」と対峙

するのでなく、そのサブシステムとして構築推進することで、疲弊・過疎化から地

方を再生し、日本経済変革の道が提案されています。 

私の一番知りたかった具体的な地域自立自給経済圏の実践例をこの新書 藻谷

浩介・NHK 広島取材班「里山資本主義–日本経済は『安心の原理』で働く-」から、

整理して紹介。 

 

            <<<<<<<<    内橋克人氏内橋克人氏内橋克人氏内橋克人氏のののの提案提案提案提案するするするする「「「「地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏」」」」>>>>>>>>    

「グローバリゼーション」「国際競争力」錦の御旗に大企業・大都市圏を中心とした中央集権的な「市場原理主 

義・金融マネー資本主義」「強欲資本主義」に警鐘を鳴らし続け、「市場主義から人間主語へ」の転換を求める 

内橋克人氏。 

日本経済が大量生産・大量消費を前提とした量産効果に依存しているという弱点をいち早く指摘すると共に、 

「改革」が剥き出しの市場原理主義が社会的費用を弱者に転嫁しかねないと、アメリカ流の聖域なき構造改 

革に厳しく警鐘を鳴らし、「マネー資本主義」に対抗する自立自給経済圏の創設を提唱する。 

この自立自給経済圏とは Ｆ（ﾌｰﾄﾞ）Ｅ（ｴﾈﾙｷﾞｰ）Ｃ（ｹｱ）をそれぞれの地域で自給する。 

食糧・エネルギー・介護を含めた人間関係の自給圏を作り、これらを地域における新しい「基幹産業」にまで 

発展させて、地域の活性化を実現しようという考え方である。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本では新政権が発足しても、「アベノミックス」・「TPP」・「原発の推進」など経済対策・東日本大震災復興事業ひとつ

をとっても 中央集権的一辺倒の方向は相も変わらず、いまだに大企業･中央中心的なアメリカ流の「マネー資本」一

辺倒。「実感のある豊かな生活を実現してくれる」との確信を持つ人がどれだけいるだろうか・・・・。 

これら施策の果実を取り込んだごく一部の人を除き、格差は日増しに増大し、地方の疲弊はますます進み、その中身実

                《《《《内橋克人氏内橋克人氏内橋克人氏内橋克人氏のののの提案提案提案提案するするするする自立自給経済自立自給経済自立自給経済自立自給経済のののの創生創生創生創生》》》》    
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態が次々と垣間見えるにつれ、自衛の道を模索しつつも、無責任な楽観主義と社会不安・無力感の間をさまよっている。 

一方、特に震災地域の急速な生活復興や地方疲弊の脱却には 地域内での「マネー循環」が欠かせぬと思えるが、 

ここでも 地域外へのマネー流出を促す中央集権システムが顔を出しているという。 

口で言うのはたやすいが、自立自給経済圏の創設の推進は難しい。なんとか 未来へつながる永続的な推進根業モデ

ルが立ち上がらないと、これも絵に描いた餅になると・・・・・。 

まだ、日本の潮流にはなっていませんが、「マネー資本主義」から脱却した日本再生への新しいアプローチ道 が地

方で始まっていることを記した 新書本 藻谷浩介・NHK 広島取材班「里山資本主義–日本経済は『安心の原理』で動

く-」を紹介。ご一読を。 
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1111....「「「「里山主義里山主義里山主義里山主義」」」」    （新書「里山資本主義–日本経済は『安心の原理』で動く-」表紙横帯より） 

かつて人間が手を入れてきた休眠資産を再利用することで、原価0円からの経済再生、コミュニティ復活を果たす現象。 

安全保障と地域経済の自立をもたらし、不安･不満･不信のスパイラルを超える。危機を超え未来を生む、すり潰されな

い生き方の提案として登場。 

2222....    里山主義里山主義里山主義里山主義によるによるによるによる地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏のののの実践実践実践実践をををを進進進進めるめるめるめる街街街街のののの紹介紹介紹介紹介        

中国山地中国山地中国山地中国山地のののの山深山深山深山深いたたらのいたたらのいたたらのいたたらの郷郷郷郷    岡山県真庭市岡山県真庭市岡山県真庭市岡山県真庭市とととと広島県庄原市広島県庄原市広島県庄原市広島県庄原市（（（（西城西城西城西城））））     

「里山資本主義」というネーミングに惹き付けられましたが、中国山地奥深い過疎地 岡山県真庭市やすぐ隣の広島県

庄原市西城での 1.バイオマス発電を中心とした持続的な地域循環システム取組の話や 2.里山の雑木を燃料にした燃

料効率のよい「エコストーブ」が「ストーブ」にとどまらず、原価ゼロの暮らし」のアイデアを次々と生む。 

電気エネルギー消費の抑制や荒れ果てた農地･農業の再利用など地域自立の道を進める話。  

● 真庭市の「バイオマス集積基地化」による地域持続型経済圏の推進 

  真庭市の製材企業から出る「原価ゼロの資源」木屑を燃料ペレットに変えて、バイオマス発電・ 

家庭燃料など熱燃料としてペレットを使うことにより、「発電」「製材」「ペレットボイラー」「ペレ 

ット生産」など地場産業を興す。 

     現在 真庭市の消費エネルギーの11%が木のエネルギーでまかなわれ、この数値はさらに上昇中 

地域の外へ金が流れ出るエネルギー収支が大幅改善し、地域活性化の源になっている。  

● 庄原市西城 燃料効率95%を超える家庭用「エコストーブ」の開発による森林エネルギーによる 

化石エネルギーからの脱却と原価ゼロ資源利用・里山再発見発想の町づくり 

「バイオマス発電だけでは成立しないだろう」・「都会からやってきた人たちの気楽な田舎生活・スローライフの取り組

みがしゃれた空気を街にふきこみはじめたのか・・・」などと懐疑的な目で読み始めたのですがさにあらず。  

ペレット燃料の徹底的な活用。雑木数本で燃焼するエコストーブの高性能ぶりには目を見張る。都市から供給されねば

どうしようもないと思っていたエネルギーがサブシステムとして自立し増加の道をたどっている。 

「原価ゼロの暮らしとして 里山を食い物にしよう」というアピール。 

この地の森林・製材から大量に出てくる原価ゼロ円の木屑などの資源をエネルギー資源に変える実践取り組みや、食料

資源としての里山など、次々と実践アイデアを生みつつ、それが新たな産業・雇用を生んでゆく。 

地域内エネルギー自給をめざす取組を軸に地域自立への道とその仕組みが示されてゆく。 

過疎を逆手にとっての豊かな暮らしへ展開して行く取組が、行政も動かし、地域を変えてゆく。 

外部に頼らずとも、持続的なシステムが着実に地域の中で育ち、地域を自立経済県に変化させ、街を活性化する。 

こんな持続的な地域循環のシステムが過疎地に構築でき、地域を帰られる。それも 誰もが斜陽と思っている森・里山

の資源を軸に・・・。外部からの金･産業・インフラを投入せねば地方の過疎化は食い止められぬとの思い込みが一気

     新書新書新書新書    藻谷浩介藻谷浩介藻谷浩介藻谷浩介・・・・NHKNHKNHKNHK 広島取材班広島取材班広島取材班広島取材班    
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に打ち壊され、懐疑的だったのが、吹っ飛んで「こんな継続的なエネルギー地域循環システムができるのだ」と・・・・・。 

 

この本では、これらの実践は「世界経済の最先端」だといい、「この中国山地の奥深い過疎に悩む山郷での実践は突発

的なものでないという。 

江戸時代隆盛を極めたこの中国山地の「たたら製鉄鉄山」では、森･里山の資源を軸とした地域循環型の 

経済圏が100年以上持続して成立していた」ことを指摘する。そして、自立経済圏構築の継続性には 

「エネルギーの化石燃料からの転換」そして、「の森･里山のエネルギー資源の活用」に着目した構築が 

きわめて重要であると説く。 

そういえば たたらの里の森林資源ばかりでなく、砂鉄をとるために切り崩した里山の跡地が牧場・棚田となって、鉄

山とともに地域経済に寄与していったことなども頭に浮かんでくる。 

日本伝統の匠の技術としてしか語られることがなくなった「たたら製鉄」。その仕組みにスポットライトが当てられ、 

21世紀型の新しい日本再生・「地域循環型自立経済圏」の構築実践モデルとして語られているのがうれしい。 

中国山地のたたらの郷 真庭市や庄原市（西城） その地域自立型エネルギーシステム構築を軸とした自立経済圏成功

体験の底に「たたら製鉄 鉄山」があるという。 

3333....    海外海外海外海外にもあるにもあるにもあるにもある里山主義里山主義里山主義里山主義によるによるによるによる地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏のののの国国国国「「「「オーストリアオーストリアオーストリアオーストリア」」」」    

オーストリアは日本と同じ急峻な山岳地帯を抱える国ながら、機械化された最先端の林業とペレット燃料を徹底利用し

たエネルギー政策に取り組む。 

中でも国境の町・ギュッシング市では 1990 年にエネルギーの脱化石化を宣言し、木質バイオマスによる地域冷暖房や

コジェネレーション発電によりエネルギー自立を実現させている。 

しかし、バイオマス発電・ペレットなどはそもそも 本体の木材利用産業があって、そこからの大量の「原価ゼロ資源

の供給」があってこそ成り立つ。 

真庭・庄原の例にしても、現状「原価ゼロ資源木屑の供給」には限界があり、更なる広域地域経済圏の構築には「原価

ゼロ資源木屑の供給」を可能とする「本体の木材利用」の産業の展開が不可欠。 

国を挙げて「バイオマスによるエネルギー自立」を進めるオーストリアでは鉄筋コンクリートの強度に匹敵する建築木

材として「集成製材」の利用を推進し、積極的に木造高層建築の推進に取り組む。 

直角方向に張り合わせた集成材CLT（クロス・ラミネイティッド・ティンバー）が無類の強度を発揮し、 

オーストリアやイギリスでは CLTを利用した9階建ての木造高層建築物まで登場しているという。 

日本ではセメントが容易に入手できる日本で、今後木材の高層建築物への利用解禁されたとしても 一気に進むかどう

かは未知数ではあるが、鉄筋コンクリ－トに代替できる木材の集成材が登場する時代にもなっている。 

        《《《《「「「「木質木質木質木質バイオマスバイオマスバイオマスバイオマスででででエネルギーエネルギーエネルギーエネルギー自立自立自立自立をををを実現実現実現実現したしたしたしたオーストリアオーストリアオーストリアオーストリア」」」」のののの安定安定安定安定なななな経済経済経済経済    2011201120112011 年年年年》》》》    

・失業率 EUの中で最低の4.2%   ・一人当たりの名目 GDP 49688ドル（世界11位） 

・対国内投資額 前年比3.2倍の 101.6億ユーロ 対外投資額 前年比3.8倍の 219.5億ユーロ 

この安定した経済をささえるのが、里山資本主義。 

国を挙げて木材を徹底活用して経済自立することに取組み、その成果が上記の経済安定につながっている。 

また、「脱原発」を憲法に記している国でもある。 

日本では斜陽とみなされる林業・製材業には大型の先端機械設備などの先端技術が導入され、最新技術が支える先端産

業となり、材木関連産業は今や国の重要な輸出産業。都市には木造の高層ビル建設が進み、街には バイオマス発電の

電気も併用供給され、家庭には熱効率のよいペレットボイラーがすえつけられ、これらと共に新しい産業と雇用が次々

と生まれているという。 

●●●●    オーストリアオーストリアオーストリアオーストリアのののの製材製材製材製材メーカーメーカーメーカーメーカー「「「「マイヤーメルンホフマイヤーメルンホフマイヤーメルンホフマイヤーメルンホフ」」」」社社社社では年間130立方メートルの木材の供給し、 

製材・加工からバイオマスまで手がけ、町では熱水パイプラインが通り、年間6万トンというペレッ 

ト工場も持ち、町では ペレットを快適に利用するオートメーションシステムが整っている。 

● 「「「「熱効率熱効率熱効率熱効率 90%90%90%90%をををを超超超超えるえるえるえるペレットボペレットボペレットボペレットボイラーイラーイラーイラー」」」」今ペレットボイラーの普及が急速に進みつつあり、 

これを軸にバイオマス周辺産業が地場で急速に発展し、多くの雇用も生まれている。 

● 森林伐採森林伐採森林伐採森林伐採とととと永続的永続的永続的永続的森資源森資源森資源森資源のののの管理管理管理管理  



「森林官と森林マイスター制度による徹底した森林保護･伐採の教育と林業実践」により、 

林業は「持続可能な豊かさ」を守る術として バランスの取れた森林の伐採と植林が進む。 

森林はオーストリア有数の外貨の稼ぎ手 木材関連産業で年間30～40億ユーロの貿易黒字 

となっている 

内陸国オーストリアでは、まだ エネルギー・電力を他国から輸入しているが、上記した木質バイオマスへの国を挙げ

ての取組で、その輸入量も減じる方向にすすみ、「エネルギー自給」目前だという。 

4444....    里山資本主義里山資本主義里山資本主義里山資本主義にににに基基基基づくづくづくづく地域循環型経済取組地域循環型経済取組地域循環型経済取組地域循環型経済取組のののの広広広広がりのがりのがりのがりの紹介紹介紹介紹介    

            地域地域地域地域のののの価値価値価値価値にににに気気気気づきづきづきづき    地域地域地域地域にににに根根根根ざしたざしたざしたざした活動活動活動活動がががが違違違違ったったったった価値価値価値価値をををを付付付付けけけけ、、、、広広広広がってゆくがってゆくがってゆくがってゆく    

                売売売売れるれるれるれる秘密秘密秘密秘密はははは「「「「原料原料原料原料をををを高高高高くくくく買買買買いいいい    人手人手人手人手をかけるをかけるをかけるをかける」」」」    そんなそんなそんなそんなオンリーワンオンリーワンオンリーワンオンリーワン価値価値価値価値もももも生生生生まれているまれているまれているまれているというというというという    

1. 山口県周防大島の地場産業の果樹農業を活かしたジャム園の経営    

   自分も地域も利益をあげる街に眠るアイデア・技術の掘り起こしによるオンリーワン化のジャム作り 

2. 高知県大豊町の真庭モデル導入の試み 

   高知県は地域収支を見ると林業は黒字なのに製材業は赤字。そしてエネルギーは圧倒的な赤。 

   これを改善する取り組みで地域を掘り起こす。 

3. 島根県の耕作放棄地を活用した放牧の取組   

食料自給率39%の日本にひろがる膨大な耕作放棄地 この方基地の活用 

ヨーロッパでは 整然と整備された草地が美しい田舎の景観を作っているのに、日本では雑草生い茂る 

荒地化が進む。この差はなぜか・・不思議でしたが、牛の放牧が勝手に荒地を草原に替えてくれることを数年 

前に知りました。 この島根県の取組も遊休地での自然放牧が新しい価値を生む。 

4. 島根県邑南町の移住女性による「耕すシェフ」レストラン。 

    外へ市場を求めず、地域で食す 楽しみが新しい価値を生む 

5. 鳥取県八頭町のホンモロコの養殖も耕作放棄地を活用した取組 

遊休地に里山にある水を引いて、商品価値のある「ホンモロコ」を育てる。 

5555....    まとめにまとめにまとめにまとめに変変変変えてえてえてえて        地域収支地域収支地域収支地域収支からからからから見見見見えるえるえるえる持続自立型経済圏創設持続自立型経済圏創設持続自立型経済圏創設持続自立型経済圏創設へのへのへのへの取組取組取組取組    

            新書新書新書新書「里山資本主義–日本経済は『安心の原理』で動く-」はこの後 下記のような項がつづいている。 

1. 里山資本主義の延長戦にある「無縁社会”の克服」取組み 

    2.  「スマートシティ」のシステム構築を検討する最先端プロジェクト 

         最先端の取組は里山資本主義の取組と驚くほど一致している    

3. 結び 里山資本主義の爽やかな風が吹き抜ける、2060年の日本 

私の一番興味のあった里山資本主義の実践活動の具体的な紹介もほぼ済んだので、今回はここで私の紹介の終わりにし

たい。ご興味のある方は ぜひ    「里山資本主義–日本経済は『安心の原理』で動く-」の本で。 

 

この本に書かれた内容は中央集権的「マネー資本主義」に警鐘を鳴らし続け、日本再生・地方再生の道を「自立経済圏

創生」であると説く内橋克人氏の経済論と同根・共通で、力強く地方再生の道を進む地域が具体的に示されている。 

右の図は「里山資本主

義」の本に掲載されてい

た都市圏と過疎地の地

域収支のグラフ。 

都市圏と地方とで、地域

収支の差が大きく、しか

も 地域自立にはエネ

ルギー・食料の収支改善 

そして強みとして農

業・漁業･林業など地場

産業の地域循環型産業



としての新しい取り込み展開視点が必要なことがよく分かる。 

これに 今直面している「医療」を加えれば、まさに 内橋勝人氏がいう食糧・エネルギー・介護を含めた人間関係の

自給圏を作り、これらを地域における新しい「基幹産業」に育てるCFE自給圏の創設そのもの。 

 

今までなにか始めても すぐ国や大企業など中央に飲み込まれてしまいそうで、地方自立の立ち行く道に懐疑的でした

が、具体的な実践取組みが始まり、また、インターネットに書かれている自立取組例の記事を色々読むと地方の行政が、

今までの取組とは別に この里山主義の実践取組に気づきはじめ、新しい取組が始まっていることも知りました。 

地産･地消さらに地方へ行って 観光･食事そして物産を買う楽しみにも。 

ちょっとですが、地域を眺める目が深まりました。 

地方が武器を持ち始めて新しい道を展開する。日本の先が明るく見えてくるにうれしい限り。 

 

新しい日本再生の鼓動がそれぞれの特質を生かし、地に足が着いたオープンな取組がいたるところで始まれば、それが

地方分権・地方再生そして東北再生への道へとつながってゆく。 

政治家の選挙戦で見る地方分権論とは違う草の根地方分権論でもあると。 

 

また、私の知る山深いたたらの里の取り組みが紹介され、それもこの里山主義が示す地域自立型経済圏として、 

たたら製鉄の遺産が紹介されていたのにもうれしくなって読みました。 

そんな新書  また、私の好きな内橋勝人氏の経済論に実践の道がついているのもうれしい。 

ぜひ一読を。 

                2013.8.25. from Kobe  by Mutsu Nakanishi   

 

   
        中国山地 たたら製鉄 鉄穴流しが作った棚田の景観     右の写真は牛が放牧された休耕田  
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